
令和５年度（第６２回）農林水産祭 

「優秀農林水産業者に係るシンポジウム」（トップリーダー発表会） 

【継続的な収益と 150年後に高資産価値林を生み出す持続的経営林づくり】 

 

 
 
 
 

（敬称略） 
１ 開   会（13：30） 

公益財団法人 日本農林漁業振興会 常務理事       小栗 邦夫 
   

２ 挨 拶   農林水産省大臣官房政策課技術政策室       秋葉 一彦 

             政策情報分析官   

                                   

 ３ 選賞審査報告 農林水産祭中央審査委員会林産分科会主査     鮫島  正浩 

（信州大学特任教授） 

 

４ 業績発表   令和４年度林産部門天皇杯受賞者 

              株式会社白糸植物園 代表取締役         渡邊 定元 

                  

休   憩（14：30～14：40） 
 

５ ディスカッション (14:40) 
 （登壇者） 
  ・コーディネーター  

鮫島 正浩（３に同じ ） 
      ・業績発表者 
     渡邊 定元（４に同じ） 
   ・コメンテーター 

農林水産祭中央審査委員会林産分科会委員            田中  浩 

（（公財）国際緑化推進センター技術顧問） 

   農林水産祭中央審査委員会林産分科会委員           葛城 奈海 

   （ジャーナリスト） 

 

   大阪市立自然史博物館外来研究員（鳥取大学名誉教授）     大住 克博 

 

静岡県経済産業部森林・林業局林業振興課課長代理           橘川  渉 

    
（内容）                    
・意見交換、質疑応答 

   ・総括 
    
                                    
６ 閉  会(16：00)  

《スケジュール》 

１３：３０～１６:００ 
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令和４年度森林及び林業の動向｜｜ 35

「農林水産祭」における天皇杯等三賞の授与
Ͱ༷ʑͳઌਐతͳऔ૊͕ΈΒΕ·͢ɻ͜ͷ͏ͪɺࠃɺશ͚ͯ޲ʹԽੑ׆ͷۀ࢈ࡐɾ໦ۀྛ
ಛʹ಺༰͕༏Ε͍ͯͯɺࣾ͘޿ձͷ৆ࢍʹ஋͢Δ΋ͷʹ͍ͭͯ͸ɺຖ೥ɺळʹ։͞࠵ΕΔ
ʮ೶ྛਫࡇ࢈ʯʹ͓͍ͯɺఱߖഋ౳ࡾ৆͕त༩͞Ε͍ͯ·͢ɻ͜͜Ͱ͸ɺྩ࿨̐	����
೥
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　渡邊氏は、定年退職後、株式会社白糸植物園を設立し、以
後28年間「持続的経営林づくり」を進めています。将来木の
候補の成長の妨げとなる準優占木を伐採する中層間伐を繰り返
すことで継続的に収益を得つつ、林齢150年生で100本/haの
優良木が１千万円/haの資産価値を持つ高収益林を造成するこ
とを目指しています。また、強度の降雨に耐え得る「防災水源
涵
かん
養路網」の整備により、生産性の高い作業システムを構築し

ています。富士山南麓域で約1,000haの森林経営受託契約を結
び、これまでに数千万円の間伐収益を所有者に還元しています。

渡邊 定元 氏　静岡県富
ふ
士
じの
宮
みや
市

　長倉氏は、家業の苗畑等を承継後、株式会社長倉樹苗園を
設立しました。挿し木による林業用苗木生産を行い、令和３
(2021)年度時点で、宮崎県内スギ苗木需要の16％を賄ってい
ます。穂木を自己調達する以外に、森林組合等と連携して品種
の明確な穂木を大量に調達する仕組みを構築し、毎年安定的
に苗木を生産するとともに、培土を使わず穂木を発根させる「空
中挿し木法」等の技術によって年間を通して挿付けを行ってい
ます。また、背負い式コンテナ苗用植栽機の共同開発など、新
たな技術の開発にも積極的に取り組んでいます。

内閣総理大臣賞 出品財：技術・ほ場（苗ほ）

長倉 良守 氏　宮崎県宮崎市

天皇杯 出品財：経営（林業経営）

　穴井氏は、夫の家業承継のため南小国町へ移住し、家業の
製材業の傍ら、夫婦で応募したビジネスプランコンテストで最
優秀賞を受賞したことをきっかけに、株式会社Forequeを設立
し、小国杉を活用したアロマオイルや家具の企画・製作・販売
をスタートさせました。従来の林産物のイメージを刷新するライ
フスタイルブランドを確立し、小国杉の魅力を国内外に発信す
るとともに、地元観光地との連携事業により南小国町への集客
にも大きく貢献しています。また香りやデザイン等、女性の感性
も求められる場面が多いため、社員のほぼ半数が女性です。

日本農林漁業振興会会長賞 出品財：女性の活躍（林産）
穴井 里奈 氏　熊本県阿
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候補の成長の妨げとなる準優占木を伐採する中層間伐を繰り返
すことで継続的に収益を得つつ、林齢150年生で100本/haの
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継続的な収益と 150 年後に高資産価値林を生み出す

持続的経営林づくり

持続的経営林の管理技術とその理論の背景

持続的経営林は、COP21・パリ協定の、森林のSDGs達成をめざす、
一つの森林管理技術であります。

基礎理論は、67年前の1956年に発想し、1970年に定山渓国有林・
1985年東大北海道演習林で試験地等を設定したのが始まりです。
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謝 辞

Ⅰ 天皇杯受賞に関与されました全ての皆様

Ⅱ 持続的経営林の技術的基礎である中層間伐や同齢択伐林施業
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天皇杯受賞理由の
持続的経営林における位置づけ

持続的経営林の5要件

高蓄積・高成長量・高収益・多目的利用・生物多様性の維持

↓ ↓

木材生産 +       温暖化抑止・国土保全

水資源涵養・保健休養等

↓

➡防災水源涵養路網✙中層間伐・同齢択伐林

大型フォーワーダー集材など木材生産システム

↓

継続的な収益と 150 年後に高資産価値林の造成
3



森林の持続的発展
Sustainable development of Forests

(Maini:1992)

1. 現在の人びとのニーズを満たし

　　未来世代に対する倫理的責任を果たしていくため

2. 森林の生産能力と再生能力および生物的多様

性を社会的に受容しうるレベルで無限に維持し

3. 森林のもつ多様な経済・環境機能を確保すること

4



森林の持続的経営

森林の持続的開発　地球環境サミット
　　　　　 　　 森林の原則声明

持続的森林経営 モントリオールプロセス
森林林業基本法

持続的経営林　　　 個別経済林の経営
森林認証制度（FSCなど）

森林の持続的経営をいかに定着させるか
5



持続的経営林の要件と矛盾

①　高蓄積 （原生林の成長量：０）

②　高成長量 （若い森林の蓄積：低い）

③　高収益 （収穫技術の理論と体系）

生態系の改変が伴う

④　多目的利用(森林からの恵沢）
公益機能と経済機能の併存

⑤　生物多様性の維持
（①-④のすべてと矛盾）

(５要件を備えた経済林づくりの方途の模索）
6



五要件間の矛盾の解決策１

高蓄積・高成長量・高収益・多目的利用
を満たす森林経営とは

　　 人工林＝長伐期複相林施業

天然林＝択伐-人工補整の天然林施業
　　　　　　によって技術的に解決

　　１高密路網の作設技術
　　２高密路網を利用した素材生産＋育林技術
　　３樹木の種特性を熟知した選木技術 　

7



五要件間の矛盾の解決策２

　生物多様性の維持と他の要件間は

　経済林のなかでの土地利用区分

◎渓畔・貴重動植物生息(育)地・湿地

　　　など弱い自然を区画して保全

8



成長量最大化を目指すパリ協定の泣きどころ

成長量最大化を目指す森づくりを行うと
①森の現存量を減らし、人類にとって必要な森林の多目的利用や生物多様
性を維持できない。森林・林業のSDGsとは似て非なるもの

②その解決策は、平均成長量最大値の10-20％減で森林の管理にある

林齢 直径 本数 材積 連年成長 平均成長 総収穫

（年） （cm） 本 ㎤/ha ㎤/ha ㎤/ha ㎤/ha

平均成長量最大 30 17.6 1,680 378 17.9 17.9 538

平均成長量10%減 100 48.3 409 966 12.5 16.1 1,610

齢150平均成長量 150 63.5 279 1250 8.6 14.2 2,125
• 注1 17.9×0.9=16.11

• 注2 14.2÷17.9=0.79

9



防災と水源かん養機能を備えた路網の整備

10



人・車・自然に対する安全のための
道路構造の３原則

１．道路上で作業するひとの安全が

図られるもの

２．林道上を運行の車両に危険を感じさせない

安全なもの

３．国土保全上から安全の図れる林道の構造

11



3原則に即した路網建設の5つの基準

１．経済的にみて適切な集材距離である 30-70m-240ｍ/ha

列状間伐100-140m/ha。 路網密度は地質地形などによって変動

２．道路沿い200-300ｍごとに土場兼待避場

３．集材車が林内には入らず，道路からの集材

４．路網の縦断勾配は，原則として6％以下

融雪，降水時の侵食防止と低い維持費

５．路網建設費用は開設に伴う支障木収入（+助成）の範囲内
12



防災水源涵養路網の構造

１．路体と山体の水環境の分離

２．緩い路網の縦断勾配

３．浸透升の設置

４．排水管の付設

５．空ため池(ダム)の設置

13



路体と山体の水環境の分離

目的：山地からの雨水，流水を路体 に流さない

① 路体の侵食の防止

② 路体からの土砂流出防止

③ 路体上の滞留水なくし乾燥させる

構造：①幅1ｍ以上のＬ側溝

②谷側が高い片勾配

14



常識と異なる路体構造

• なぜ片勾配か 雨水を側溝で浸透・路面のぬかるみを無くし，早く乾き就
労可能

• なぜ路体と山体の分離か 上方からの雨水 を側溝，浸透桝で地下水化

• なぜ６％未満か 縦浸食の防止，メンテナンス費の削減，安全な管理

• なぜＬ側溝か 作設費・管理費の削減

• なぜ伐開幅６ｍか 機械作業の効率化，高齢級のヒノキ枝張りは４ｍ
15
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緩い路網の縦断勾配

目的：側溝に集まる水による縦侵食を防止する

１．土砂の下方流亡の防止

２．雨水の侵食による泥濁水を発生させない

３．停滞水を発生させない

４．Ｌ側溝からの浸透促進

構造：

１．1%以上-5(6)%未満とする

２．防災水源かん養路網は2% - 3%が良い
17



富士宮市山宮無間伐林に作設した防災水源涵養路 18



浸透升の設置
目的 ：降水を地下部誘導し防災と水源涵養機能を高め
る

１．雨水を滞留させ地下水化

２．土砂を流亡させず防災機能の付加

３．間伐遅れによる土砂流出・

水源かん養機能低下の代替措置

構造

１．透水層まで掘削(2-5m)

２．危険防止のため場所により柵設置
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排水管の付設
目的：

Ｌ側溝 : 浸透升から余剰水を排水させる

森林の透水能力の許容量以上の降水対策

構造：

１． 30,60-100cmの排水管

２．小規模排水トンネル：間伐材の利用
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空ため池(ダム)の設置
目的：

１．集中豪雨に伴う洪水防止と

流水の貯水と地下浸透化

２．台風や集中豪雨対策

構造：

１．地形を利用した空ため池

２．透水性良好な箇所での人工ため池

24



富士市大渕に作設した作業道 兼 空ダム ４万トン貯留 25



防災水源涵養路の作設 建設費は間伐・支障木収入 26



富士市大淵無間伐林に作設した防災水源涵養路網 27



中層間伐・同齢択伐林施業の理論

生産生態学の成果

対数正規分布の法則の応用

同齢人工林を択伐林型に導く

1956年10月
28



自然枯死線(只木1969) 1/ρ= Av + B
29
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中層間伐

樹高階別分布
と単木材積の
度数分布

中層間伐は間伐ののち
択伐林の度数分布に近
づける

1/10本
将来木選木

31



中層間伐（20年間）で対数正規分布が実証されたヒノキ同齢林
中層間伐繰り返しにより準優占新界木が増大し収益性が保たれることが証された

32



1. 個体の頻度分布はL字型

2.大径木の伐木集材の生産は小径木より高い

3.太い丸太の価格は細いものよりも高い

① 平均個体よりも太い個体を伐採し

② 集材距離が短いと間伐の生産性は皆伐よりも

高くなる

中層間伐の生産性が
皆伐よりも高い理由

大型機械の操作ができる高密路網
では路上から短距離集材が可能
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中層間伐・同齢択伐林施業の実践

1. 1956年 対数正規分布法則に着目し同齢択伐林施業を発想

Koyama,H.and Kira,T.(1956）Intraspecific competition among higher 

plants Ⅷ. Frequency distribution of individual plant weight as affected

by the interaction between plants. Jour. Inst.of Polytech., Osaka City Univ. 

Ser. D 7:73-94.

2. 1970年 定山渓国有林：エゾマツ・トドマツ人工林で中層間伐・同齢

択伐林施業試験地設定.

3. 1885年 東大北海道演習林：ウダイカンバ山火事再生林にて広葉樹中層

間伐・同齢択伐林施業の実践

4. 1995年 持続的経営林の要件とその技術展開. 林業経済(557):18-32.

5. 2021年 富士山域における持続的経営林の展開-森のシンク機能を持続させる

経済林についての研究. 富士学研究16（2）：1-17．
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山火再生林での同齢択伐林施業

１．東京大学北海道演習林には１００年生山火再生林

1500haがあり、1987年から優良広葉樹生産を目的

とする同齢択伐林施業を実施

２．中層間伐―同齢択伐林施業・将来木候補木の選定

優良木施業の実践（間伐材単価80,000円/㎥）

３．ウダイカンバ240年生優良木1本800万円を記録
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ウダイカンバの優良木施業
1987年から銘木市場における価格解析・成長特性等を踏まえ
２次林を対象に将来木候補木を選抜し育成するための保育間伐

を行う。120年生ha当たり500万円の資産を造成する 36



中層間伐・同齢択伐林施業試験地
列状間伐実施10年後中層間伐実施。今後10ヵ年間2回の中層間伐実施 37



65年生中層間伐・同齢択伐林（2023.3）
青テープは優良木候補・左隣の樹木が中層間伐対象木 38



生産性を高める10t積フォーワーダ集材
持続的経営林内の防災水源涵養路網における木材搬出

39
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散布鳥か埋土種子からか、芽生えたヒメシャラ
（筑波大学大学院学生研修） 41



持続的経営林づくり研修
防災対策として台湾当局に対し3回にわたり技術移転研修を行う 42



世界標準を目指す持続的経営林づくりの展開
持続的経営林の6次産業化へのみちを拓く(株)白糸植物園のスタッフ（富士川キャンプ場）43



森林環境倫理の確立

森林の収奪　：土地利用・衣・食・住・エネルギー・情報

↑↓

森林への依存：災害・水・空気・保健休養－環境：公益的機能

●　森林と文化・文明の相互矛盾の克服●　森林と文化・文明の相互矛盾の克服

↑

２１世紀の森の環境倫理への道
44
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